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一
般
会
計
予
算
の
主
な
反
対
理
由
は
、

一
般
任
用
職
員
報
酬
は
行
政
が
不
安
定

な
非
正
規
労
働
を
推
し
進
め
る
も
の
で

あ
り
、
若
者
の
人
口
減
少
対
策
の
観
点
、

地
域
経
済
に
与
え
る
観
点
か
ら
反
対
。

　

高
等
教
育
機
関
費
は
、
定
員
割
れ
の

リ
ス
ク
や
市
単
独
で
運
営
す
る
リ
ス
ク

な
ど
問
題
点
が
多
い
。
か
つ
て
市
長
が

言
っ
た「
作
っ
た
は
い
い
が
、
後
で
な
か

な
か
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

は
、
ひ
い
て
は
こ
の
地
域
全
体
の
信
用

力
の
引
き
下
げ
」
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
反
対
。

　

青
年
就
農
者
育
成
事
業
委
託
料
は
、

茨
城
県
の
先
進
農
業
者
を
研
修
先
と
す

る
た
め
実
態
と
合
わ
な
い
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
費
は
、

難
関
大
学
に
挑
戦
で
き
る
人
材
育
成
と

エ
リ
ー
ト
育
成
を
推
し
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
始
め
た
が
、
こ
れ
は
公
教
育
の

役
目
で
は
な
い
。
定
員
割
れ
の「
塾
」
委

託
に
よ
る
教
室
は
、
毎
年
１
９
０
０
万

円
も
の
委
託
料
を
随
意
契
約
で
決
め
て

お
り
極
め
て
問
題
だ
。
さ
ん
じ
ょ
う
一

番
星
育
成
事
業
費
「
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
」

は
廃
止
す
べ
き
だ
。

　

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
な
ら
び
に

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
２
つ
の
条
例

改
正
は
、
４
年
連
続
の
引
き
上
げ
で
あ

り
、
市
民
感
情
と
し
て
容
認
で
き
な
い

た
め
反
対
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

議
第
１
号　

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計

予
算

　

一
般
任
用
職
員
報
酬
、
実
学
系
も
の
づ
く

り
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
費
、
青
年
就
農

者
育
成
事
業
委
託
料
、
商
工
会
議
所
振
興
事

業
補
助
金
、
さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業

費
お
よ
び
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
負
担
金

に
つ
い
て
の
予
算
は
、
施
政
方
針
に
お
け
る

３
つ
の
処
方
箋
に
基
づ
く
施
策
で
あ
り
、
そ

の
方
向
性
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
賛
成

す
る
。

議
第
３
号　

平
成
30
年
度
三
条
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

国
の
制
度
設
計
に
基
づ
く
予
算
で
あ
り
、

本
議
会
に
お
い
て
審
議
す
べ
き
予
算
の
内
容

そ
の
も
の
に
反
対
す
べ
き
理
由
は
な
い
の
で

賛
成
す
る
。

議
第
４
号　

平
成
30
年
度
三
条
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
24
号　

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
率
の
額

を
改
正
す
る
も
の
で
、長
期
的
な
視
野
に
立
っ

て
市
民
の
負
担
抑
制
と
安
定
し
た
介
護
保
険

制
度
の
運
営
を
図
る
観
点
か
ら
賛
成
す
る
。

議
第
16
号　

三
条
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
第
17
号　

三
条
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

識
見
を
有
す
る
委
員
で
構
成
さ
れ
る
三
条

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
答
申
さ
れ
た
と

お
り
の
内
容
で
あ
り
、
答
申
は
尊
重
す
べ
き

も
の
と
の
立
場
か
ら
賛
成
す
る
。

  

市
民
の
会

議
第
１
号　

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計

予
算

　
「
も
の
づ
く
り
大
学
」
は
、「
ハ
イ
リ
ス
ク
・

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」
で
あ
れ
ば
良
い
が
「
ハ
イ

リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
」
に
な
る
公
算
が

大
。
懸
念
さ
れ
る
問
題
は

①
18
歳
人
口
の
減
少　

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
企
業　

③
産
業
界
と
行
政
と
の
協
力
体
制　

④
他
市
町
村
と
の
コ
ラ
ボ　

⑤
大
学
の
飽
和

状
態　

⑥
土
地
取
得
費　

⑦
公
立
大
学
法
人

の
運
営
等
々
、
不
安
材
料
が
山
積
み
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
非
常
に

危
険
と
判
断
し
、
実
施
設
計
委
託
料

１
億
２
５
０
０
万
円
に
反
対
す
る
。

議
第
17
号　

三
条
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

特
別
職
の
３
名
の
方
々
の
意
思
で
は
な
い

と
は
い
え
、
毎
年
恒
例
行
事
の
よ
う
に
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
従
う
こ
と
は
理

解
納
得
で
き
な
い
。
４
年
連
続
の
引
き
上
げ

は
、
絶
対
額
で
い
う
と
市
長
は
月
額
給
与

３
万
６
０
０
０
円
、
年
収
ベ
ー
ス
で
78
万
円

の
増
額
。
企
業
経
営
で
は
従
業
員
の
給
与
は

上
げ
て
も
経
営
者
は
現
状
維
持
が
大
半
。
赤

字
企
業
で
は
無
給
の
経
営
者
も
存
在
す
る
。

経
常
収
支
比
率
が
限
り
な
く
１
０
０
％
に
近

づ
い
て
い
る
三
条
の
財
政
状
態
で
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
は
暴
挙
そ
の
も
の
。
現
在
の
三
条
市

民
の
家
計
状
況
を
考
え
る
に
、
一
部
為
政
者

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
は
市
民
の
賛
同
は
得
ら

れ
な
い
。

空
き
家
対
策

	

利
活
用
可
能
な
空
き
家
が
多
い
が
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
が
少
な
い
。

管
理
不
全
の
老
朽
化
し
た
特
定
空
き

家
に
つ
い
て
は
、
行
政
代
執
行
に
踏

み
込
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

除
却
費
用
に
つ
い
て
支
援
制
度
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

	

空
き
家
バ
ン
ク
に
20
軒
の
登
録
が
あ

る
。
昨
年
10
月
か
ら
全
国
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
き
た
。

新
潟
県
空
き
家
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

に
も
掲
載
し
た
い
。
行
政
代
執
行
は

危
険
度
、
緊
急
度
等
を
総
合
的
に
見

極
め
て
判
断
し
た
い
。
除
却
費
用
の

公
的
支
援
は
課
題
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い

	

住
民
税
特
別
徴
収
税
額
決
定
・
変
更

通
知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
。

	

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
来
年
度

か
ら
当
分
の
間
は
記
載
し
な
い
。

農
業
施
策

	

今
年
か
ら
国
に
よ
る
米
の
生
産
調
整

が
廃
止
さ
れ
る
。
農
家
の
安
定
経
営

に
向
け
て
計
画
的
な
生
産
を
指
導
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

需
要
に
応
じ
た
生
産
が
進
む
よ
う
、

必
要
な
情
報
を
収
集
し
提
供
し
て
い

き
た
い
。

	

豪
雪
に
よ
り
多
く
の
農
業
用
ハ
ウ
ス
が

倒
壊
し
た
。
支
援
す
べ
き
で
な
い
か
。

	

国
県
の
支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

逐
次
確
認
し
つ
つ
情
報
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。

今
回
の
大
雪
の
課
題
に
つ
い
て

	

高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯
、
母
子
家

庭
な
ど
除
雪
困
難
な
世
帯
を
把
握
し

て
い
る
か
。

	

災
害
時
の
要
援
護
世
帯
と
し
て
、
高

齢
で
介
護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
世

帯
の
人
数
は
把
握
し
て
い
る
。

	

三
条
市
内
の
14
組
合
3
7
2
社
で
構

成
す
る
建
設
関
連
協
議
会
、
一
搬
事

業
所
、
個
人
等
で
所
有
す
る
小
型
除

雪
機
で
、
除
雪
困
難
者
に
対
応
で
き

る
体
制
を
確
立
し
て
は
ど
う
か
。

	

総
合
的
な
除
雪
支
援
体
制
の
確
立
が

必
要
で
あ
り
、
建
設
関
連
協
議
会
と

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）に
つ
い
て

	

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

	

国
の
策
定
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

は
当
市
の
個
別
計
画
と
も
方
向
性
が

合
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
推
進
し

て
し
て
い
く
こ
と
が
同
プ
ラ
ン
の
推

進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

倒壊した農業用ハウス

活躍した小型除雪機

議
員
と

　
行
政
の

一
般
質
問
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

Ｑ？？
Ａ！！

＆

市政の　を
問いました
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